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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

個人第１号 氏 名   星熊 伸作     

 

質 問 項 目 

№ １ 
子ども・若者を総合的にサポートする体制について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）本市の子ども・若者の居場所づくりについて 

ア 中高生の居場所づくりの取組について伺う。 

イ 若者の居場所づくりの取組について伺う。 

 

（２）子ども・若者総合相談センターについて 

ア 県のこども計画に記載があり、市のこども計画に記載がない 

理由について伺う。 

イ 本市に未設置の理由について伺う。 

ウ サポートが必要な子ども・若者の情報を関係機関でどのよう 

に共有しているか伺う。 

 

（３）子どもの発達応援事業について 

ア 保育園等に通っている児童の発達状況の把握について伺う。 

イ 子どもの発育・子育て相談事業について伺う。 

  ウ 早期療育事業の取組について伺う。 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
共生社会の実現に向けた認知症施策の推進について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

認知症基本法が、2024 年１月１日から施行され、認知症の人を含

めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と

個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会を実現して

いく。 

 

（１）認知症基本法における基本的施策について 

ア 認知症に関する理解の増進に関する取組について伺う。 

イ 社会参加の場である認知症カフェの現状について伺う。 

ウ 早期診断、早期対応につなげる認知症初期集中支援チームの 

現状について伺う。 

エ 認知症予防の取組について伺う。 
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個人第２号 氏 名   余語 智         

 

質 問 項 目 

№ １ 
より効果的な林野火災対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）林野火災発生時における消防活動体制の現状について 

ア 発生件数を問う。 

イ 火災初期の状況把握をどのように行うのか問う。 

  ウ 消防団との連携を問う。 

エ 広域的な応援体制を問う。 

 

（２）林野火災の消火訓練について 

消火訓練の内容を問う。 

 

（３）林野火災の予防対策について 

ア 住民等への注意喚起をはじめとする予防対策について問う。 

イ 林野と住宅地が近接し、住宅への延焼の危険性がある地域に 

おいて、防火水槽等の消防水利整備の考えを問う。 

ウ 総務省消防庁が新設する「林野火災注意報(仮称)」について、 

どのように対応していくのか問う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
篠岡地区の学校再編に伴う通学について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）スクールバス通学について 

ア ６月 27 日の「篠岡地区の学校を考える会」において、スク 

ールバス通学の範囲を再度、総合的に検討するとあったが、そ 

の後の見解を問う。 

イ 登下校時のスクールバスの運行体制を問う。 

ウ 通学団によっては、徒歩の児童とスクールバスの児童が混 

在することも考えられるが、どのように対応するのか問う。 

エ スクールバス通学での試乗会の予定を問う。 

 

（２）通学の安全性確保について 

ア スクールバスの停留所をどのような場所に確保するのか問 

う。 

イ スクールバスの乗り降り及び走行中の安全性をどのように 

確保するのか問う。 

ウ 小学校区ごとで交通防犯にご協力いただいている通学路パ 

トロールボランティアは、どのような関わり方になるのか問 

う。 
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個人第３号 氏 名   小川 真由美         

 

質 問 項 目 

№ １ 
熱中症対策について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

熱中症対策の政策には、罰則付きで義務化された「職場の熱中症

対策」と、熱中症による死亡者半減を目指す「熱中症対策実行計画」

などがあります。 

労働安全衛生規則の改正により、事業者は熱中症の報告体制の整

備や、対策の文書化、作業者への周知が義務付けられました。 

国、自治体、企業が連携し、国民一人ひとりも自己対策の強化を

はかりながら、熱中症による健康被害を減らすための取組が進めら

れています。 

とりわけ、ひとり暮らしの高齢者が増加する中、熱中症で病院へ

運ばれる件数が増えています。  

 

（１）職員に対しての熱中症対策について 

「職場の熱中症対策」を伺います。 

 

（２）高齢者の熱中症対策について 

ア 市内の熱中症で搬送された件数を伺います。 

イ ひとり暮らしの高齢者の熱中症対策の詳細を伺います。 

ウ エアコン等の購入に対する補助金について伺います。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
温暖化対策について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

（１）住宅用地球温暖化対策設備設置費補助金について 

温暖化対策に最も有効なのは、二酸化炭素などの温室効果ガ 

スの排出量を減らすことです。太陽光や風力など再生可能エネ 

ルギーの利用を拡大することなどが代表的な緩和策になると考 

えます。 

以前も質問を致しましたが、この補助金の現況をお尋ねいた 

します。 
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個人第３号 氏 名   小川 真由美         

 

質 問 項 目 

№ ３ 
公園整備について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）公園での暑さ対策について 

年々進む温暖化により、あまりの暑さの為、外で遊ぶ子ども 

たちが少なくなっています。 

公園での暑さ対策は、日傘や帽子で直射日光を避ける、木陰 

やあずまやでこまめに休憩をとる、水分や塩分の補給をこまめ 

に行う、通気性・吸湿性・速乾性に優れた衣服を着る、冷却グ 

ッズを活用するといった個人でできる対策と、公園に設置され 

たミストシャワーや緑陰施設の活用があります。今後、公園で 

遊ぶ為にも、このような暑さ対策が必須となってきますが、市 

としての暑さ対策の考えをお尋ねいたします。 

 

（２）北西部地区公園（わくわくパーク村中）について 

   地元区での３回のワークショップを終え、順調に公園整備が 

進んでいます。今後は暑さ対策も十分に踏まえた整備が進めら 

れることを期待します。現在の状況をお尋ねいたします。 
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個人第４号 氏 名   佐藤 早苗    

 

質 問 項 目 

№ １ 
熱中症対策について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

今夏も記録的な猛暑日が続き、熱中症警戒アラートが各地で発表

されています。熱中症特別警戒アラート発表時において環境省から

クーリングシェルター設置の努力義務に伴い、市内では６施設が指

定されました。更に熱中症特別警戒アラートが発表されていない場

合でも暑さを避ける場所として「涼み処」が提供されています。 

 

（１）涼み処について 

ア 熱中症の搬送状況について伺います。 

イ 民間の涼み処の拡大・充実の取組について伺います。 

ウ 涼み処の周知について伺います。 

エ 市内公共施設のクーリングシェルターに給水スポットを設 

置するお考えはないか伺います。 

 

（２）こども涼み処について 

  ア 取組について伺います。 

  イ 周知について伺います。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
若い女性の「やせ」について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

若い女性の「やせ」による健康障害が問題化している。若年期に

おける過度の低体重や低栄養は骨の成長や生殖機能の発達といった

重要な身体機能に加え、その後のライフコース全体に影響を及ぼす

可能性があります。 

 

（１）若い女性の低体重・低栄養について 

ア 市の認識について伺います。 

イ 検診時の低体重・低栄養の方に対する対応について伺いま 

す。 

 

（２）骨粗しょう症の予防について 

ア 検診の受診数について伺います。 

イ 検診の周知啓発について伺います。 

ウ 本市の対策について伺います。 
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個人第５号 氏 名   永井 孝典     

 

質 問 項 目 

№ １ 
小中学校における熱中症対策について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）熱中症対策の取組について 

ア 小中学校における熱中症の発生状況について問う。 

イ 小中学校における熱中症予防の取組について問う。 

 

（２）ウォータークーラーまたはウォーターサーバーの設置につい

て 

  ア 現在の設置状況を問う。 

  イ 未設置の学校に今後設置する考えはないか問う。 
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個人第６号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ １ 
子どもの性暴力被害防止について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 
全国的に性犯罪の認知件数は増加傾向にあり、教員や保育士など

子どもを守る立場にある者によるわいせつ事案も相次いでいる。県
内や近隣自治体でも処分事案が発生し、未遂や発見に至らぬケース
を含めれば実態は更に多い可能性も否定できず、実効性ある防止策
が急務である。2026 年の日本版 DBS 導入を前に、改めて子どもと関
わる学校や保育現場など全ての場において実効性ある対策を講じる
とともに、子どもが自ら身を守る力を育むための包括的性教育の更
なる普及が求められる。 
 

（１）子どもの性暴力防止策について 
ア 子どもの性被害について実態を定期的かつ網羅的に把握す 

ることが必要と考えるが、所見を問う。 
イ 性暴力等の加害が疑われる行為が発覚した際、現場での初 

動対応はどのようになっているのか、オペレーションを問う。 
ウ 性暴力・ハラスメント防止に関する実践的且つ継続的な研 

修は実施されているか、問う。 
 

（２）日本版 DBS 導入に向けた市の体制整備について 
ア 現時点においてどの事業体や活動団体が対象となるか、問 

う。 
イ 制度導入に際し、採用時における確認体制はどのように行 

っていくのか、問う。 
ウ 制度導入に際し、各事業体への事務負担に対する支援体制 

はどのように行っていくのか、問う。 
エ 制度導入に際し、ガイドラインに即した手引き、研修開催、 

費用、人材面を含めた伴走支援が必要と考えるが、市の見解 
を問う。 

 
（３）子どもの性被害を防止する性教育について 

ア 保育園では子どもの性被害を防止する性に関する教育をど 
のように行っているのか、問う。 

イ 包括的性教育では、自他を尊重する思いやりに加え「性的 
同意」「人権」「関係性」といった視点を含めた教育が一層重要 
とされているが、そうした内容を含む指導が行われているの 

か、問う。 

 

 

 

 



- 8 - 

 

 

個人第６号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
猛暑から命と暮らしを守る自治体の備えについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 
今年の夏も猛暑日が続き、熱中症による救急搬送は年々増加して

いる。発症すれば後遺症や他疾患の引き金となることもあり、予防
が不可欠である。一方で、物価や電気代の高騰により冷房を控える
世帯もあり、命に関わる暑さが“自己責任”として放置されかねな
い状況にある。地域活動の安全確保や、子どもの登下校・屋外活動
における対応も急務であり、行政サービスの現場にも影響が及ぶ中、
気温上昇が市民生活と行政運営に与える影響をどう捉え、誰一人取
り残さない暑さ対策をいかに講じていくのか、姿勢を問う。 
 

（１）クールシェア・給水スポット整備の促進について 
ア 市内の涼み処や給水スポットについて、設置個所の地域差 

を踏まえた今後の拡充方針を問う。 
イ 市民センター等の公共空間における給水スポット整備の今 

後について問う。 
ウ 官民連携し認知拡大・利用促進に取り組むことについて所 

見を問う。 
 
（２）地域活動等の夏季活動対策について 

ア 夏季における地域活動への暑さ対策はどう講じられている 
か、問う。 

イ 暑さの中でも安心して活動を継続・中止できるよう、行政 

が活動判断の目安を示す事が担い手側の安心につながると考 
えるが、所見を問う。 

ウ 夏季活動について冷却装備や飲料代などを助成対象とする 
活動安全対策補助金のような仕組みの創設について、所見を 
問う。 

 
（３）学校が取り組む熱中症対策について 

ア 学校における気温・暑さ指数（WBGT）に基づく登下校や野外 

活動の可否判断は現場によって差が生じていないか、問う。 
イ 冷却ネックリングや飲料などの暑さ対策装備の扱いが学校 

ごとに異なると聞くが、柔軟な使用を認める対応が必要では 
ないか、所見を問う。 

ウ 各自登校時に使用した冷却グッズを再度冷却して下校時に 

使えるよう冷凍庫を活用する事例もあるが、市として今後考 
えている熱中症対策について問う。 

 
（４）冷房費助成と「命の格差」対策について 

ア 経済的に困窮している世帯に対する冷房機器設置補助や、 
電気代補助制度の創設について、所見を問う。 

イ 民生委員のみならず、民間事業者などが高齢者世帯などへ 
個別に熱中症注意喚起を行うなどの事例もあるが、把握支援 

体制を強化する考えについて、問う。 
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個人第７号 氏 名   鈴木 裕士    

 

質 問 項 目 

№ １ 
巾下地区の公共施設について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）支所について 

ア 支所が現在の配置となった経緯を問う。 

イ 巾下地区に整備する考えはあるかを問う。 

 

（２）老人福祉センターについて 

ア 老人福祉センターが現在の配置となった経緯を問う。 

イ 巾下地区に整備する考えはあるかを問う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
イベントについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市では、にぎわいの創出や、まちの活性化につながる様々なイ

ベントを開催していますが、イベントに、より来場しやすくするな

ど更なる工夫が必要と感じています。 

 

（１）にぎわい創出のイベントについて 

   現状について問う。 

 

（２）臨時のシャトルバスについて 

   運行状況について問う。 
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個人第８号 氏 名   伊藤 皇士郎      

 

質 問 項 目 

№ １ 
児童虐待防止に向けた取組について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

近年、全国的に児童虐待の相談件数が増加しており、愛知県内に

おいても深刻な課題となっている。小牧市でも、家庭内での養育環

境に不安を抱える子どもへの支援や、児童相談所との迅速な情報共

有が求められている。児童の安全を守るためには、市と児童相談所、

関係機関との連携強化が不可欠である。 

  

（１）児童虐待の現状について 

ア 児童虐待の相談状況について伺う。 

イ 保護対象となっている子どもの人数について伺う。 

ウ 児童相談所との情報共有体制について伺う。 

 

（２）初動時の連携体制について 

児童虐待が疑われる場合の、市と児童相談所の初動対応フロ 

ーはどうなっているか伺う。 

 

（３）予防的取組について 

ア 虐待が深刻化する前に、早期に発見・対応するための市の仕 

組みはどうなっているか伺う。 

イ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援体制の構築に向 

けた方針はあるか伺う。 

ウ 市民が虐待を疑った場合に相談や通報できる体制について 

伺う。 

エ 市民が速やかに通報できるように、周知はどのように図って 

いるのか伺う。 
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個人第８号 氏 名   伊藤 皇士郎    

 

質 問 項 目 

№ ２ 

広報効果を高めるためのショート動画の活用強化につ

いて 
備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

現行の「まちづくり推進計画」において、市民との情報共有や多

様なメディア活用について明記されている。しかし、従来の広報媒

体（広報紙や HP、検索エンジン頼りの情報発信）だけでは、若年層

をはじめ幅広い市民に十分に届いていない現状がある。 

一方で、TikTok 等のショート動画は、短時間で多くの情報を伝え

られる特性を持ち、特に若年層への効果的なアプローチ手段となり

得る。 

市の広報において、双方向性の確保、即時性、効果的な情報伝達

を目的としたショート動画の活用方針について伺う。 

 

（１）現状について 

ア 運用している広報媒体について伺う。 

イ 動画コンテンツをどのように活用しているか伺う。 

ウ YouTube の再生回数について伺う。 

 

（２）課題認識について 

広報活動についての現状の課題について伺う。 

 

（３）今後の方針について 

TikTok 等のショート動画を市広報に導入する具体的な検討 

はあるか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 12 - 

 

 

個人第９号 氏 名   加藤 晶子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
道路陥没事故防止について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本年１月 28 日に埼玉県八潮市において大規模な道路陥没事故が

発生し、尊い命が奪われてしまうという痛ましい事故となった。本

市においても３月９日に本庄の県道で、雨水管の損傷により道路陥

没が発生しており、私たちが暮らす地域においても、こうした道路

陥没事故は大変身近な問題になってきた。 

 今後、市民の安心・安全な生活環境を守る観点から、道路陥没を

未然に防止する取組が重要と考える。 

 

（１）道路陥没事故の防止に向けた取組について 

ア 本市における近年の道路陥没事故の発生状況について伺う。 

イ 陥没事故を未然に防ぐための対策は、どのように行っている 

か伺う。 

ウ 今後、予防保全の観点からも「路面下空洞調査」を行っては 

どうかと思うが、市の考えについて伺う。 
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個人第１０号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ １ 
篠岡地区における学校再編について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）地域協議の進行状況について 

篠岡地区の学校を考える会が開かれているが、学校再編に 

係る地域協議の現在の進行状況を問う。  

     

（２）スクールバスの運行について 

ア 第３回篠岡地区の学校を考える会において出された「篠岡 

地区におけるスクールバスの運行の基本的な考え方」の内容 

について問う。 

イ 第３回篠岡地区の学校を考える会で出されたスクールバ 

ス運行に関する意見の主な内容について問う。 

ウ 「学校からの直線距離が 2 ㎞程度以上」をスクールバスの 

運行対象エリアとすると、児童の徒歩速度を時速約 3 ㎞で換 

算すると約 45 分程度までは徒歩通学区域ということになる。 

この徒歩通学区域を適切と考えるか、見解を問う。 

エ 篠岡地区保護者等意見交換会において見直した、スクール 

バスの運行対象エリア基準の内容を問う。 

オ スクールバスの運行は新たな事業である。市内のどの地域 

にも適用できるスクールバスの運行対象エリア基準を新規 

につくることは考えないか、見解を問う。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

ア 住民説明会の実施予定について問う。 

イ 教職員による「学校再編準備調査研究委員会」の実施予定 

について問う。 

ウ パブリックコメントの実施予定について問う。 
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個人第１０号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
「こまき『夢☆チャレンジ』科」について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）創設について 

   学校現場では、今回の「夢☆チャレンジ科」の創設につなが

るような、各教科の授業時数の見直し等、教育課程の反省を年

度末等に実施しているか問う。  

     

（２）実施内容について 

ア 「夢☆チャレンジ科」という教科もしくは領域は存在する 

か問う。 

イ 教科・系統学習と課題解決・探究的学習の関連についての 

認識を問う。 

ウ 「総合的な学習の時間」と「夢☆チャレンジ科」の違いに 

ついての見解を問う。 

  

（３）標準授業時数の考え方について 

ア 標準授業時数についての認識を問う。 

イ 授業時数特例校制度が設けられている理由についての認 

識を問う。 

 

（４）今後の検証について 

ア 現段階で、「夢☆チャレンジ科」の実施について、学校現場、 

教員の中ではどのように受け止められているか問う。 

イ 今後、「夢☆チャレンジ科」の成果や問題点について、どの 

ような検証の方法をとっていく予定か問う。 
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個人第１１号 氏 名   山田 美代子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
児童クラブ支援員について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 小牧市は市内すべての 16 小学校に児童クラブが設置され、市が設

備・運営の基準を定め事業を実施している。 

 最近は児童クラブの職員を募集しても集まらないことや、配慮が

必要な児童が増えていることで、更に職員の確保が必要となってい

ると聞いている。 

 今年度は募集要項の内容が変わったことにより、長年、夏休み等

にアルバイト支援員として働いていた方が応募しないとお聞きし

た。大切な人材をどう確保していくかということは今後の課題の一

つではないかと考える。 

 

（１）児童クラブの職員体制について 

職員体制を問う。 

  

（２）児童クラブ支援員の応募資格について 

応募資格を問う。 

 

（３）児童クラブ支援員の給与体系の変更について 

ア 令和６年度と７年度の給与体系の違いを問う。 

イ 給与体系を変更した経緯を問う。 

ウ 今回の給与体系の変更で時給が下がった事例はあるのか問 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 16 - 

 

 

個人第１２号 氏 名   安江 美代子    

 

質 問 項 目 

№ １ 

マイナンバーカードの保険証利用（マイナ保険証）の

問題点について 
備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）マイナ保険証について 

ア 本市の国民健康保険加入者の内、マイナ保険証として登録し 

ている人数を問う。 

イ マイナ保険証に登録していない国民健康保険加入者で資格 

確認書を送付した人数を問う。 

ウ マイナ保険証が期限切れになっている場合の対応を問う。 

 

（２）国民健康保険加入者全員に資格確認書を送付することについ 

   て 

従来の保険証の廃止以降、医療機関の窓口で利用者の保険情 

報を確認する証明書は、期限切れ保険証の暫定的な運用も含め 

ると９種類も混在する異常事態となり、事務手続きが効率化す 

るどころかより煩雑になっているのが実態である。東京都世田 

谷区、渋谷区のように国民健康保険加入者全員に資格確認書の 

交付をしたらどうか、見解を問う。 

 

（３）特別療養費について 

ア 本市では、窓口で医療費を一度 10 割負担で支払い、事後に 

市から７割分の特別療養費の支払いを受ける対象者は何人か 

問う。 

イ 滞納世帯が医療を受ける必要があるのに医療機関窓口での 

支払いが困難だと申し出た場合の対応を問う。 
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個人第１３号 氏 名   谷田貝 将典    

 

質 問 項 目 

№ １ 
入札制度改革について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

昨今の物価高により、建設資材、特に鉄や木材などが高騰している。

主な原因として原油価格高騰、原料高、需要の急増、円安、世界情勢

の不安定化と言われ、コスト増、工期遅延、更なる物価上昇に繋がる

おそれがあり懸念している。また、現在開催されている大阪関西万博

ではパビリオン工事費未払い問題で中小業者が元請けを訴える事態

になる等打撃は深刻な状況だ。本市においても、近年一者入札や不調

が続く等、入札の在り方や対策が急務だ。災害時の対応や良質な公共

サービス提供の為にも、市の仕事は地元業者を最優先に、公平平等に

仕事が回り、皆が儲かるような入札制度改革推進と過去何度も一般質

問で提案している公契約条例の導入が必要と考える。 

 

（１）入札の状況について 

ア 財政状況が厳しい中、公共工事が減っていると思われる。 

本店が市内にある地元業者への公共工事が減っているのか問 

う。 

イ 建築資材等の価格高騰が本格化した令和３年度から６年度ま 

での入札の不調件数を問う。 

ウ 不調となった理由を問う。 

 

（２）総合評価落札方式について 

地元を優先した発注とするため、総合評価落札方式の拡充が 

必要と考える。 

ア 地元業者に加算される項目、得点が他市より低いように感じ 

る。本市での工事実績の得点を高くすることや、例えばボラン 

ティア活動、水防・防災訓練への参加、水道メーターの取換な 

どの営繕活動に配点することで地元業者への優遇が図れると思 

うが所見を問う。 

イ 労働条件審査を設けてワークライフバランスに配慮する企業 

を優遇する自治体もある。本市も評価項目に加え、受注業者の 

従業員がより安全で安心して働けるような体制が必要と考える 

が所見を問う。 

ウ 他市では市内に本店がある業者以外は参加できない案件が多 

く、自分の自治体に守られている。本市は支店も対象としてお 

り、地元業者は最低金額で応札しないと受注できないという声 

を聞く。地元業者のみの案件を増やす考えはないか所見を問う。 

 

（３）公契約条例について 

過去にも質問しているが、公契約条例を制定する考えはあるか

問う。 
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個人第１４号 氏 名   黒木 明    

 

質 問 項 目 

№ １ 
自転車通学について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）岩崎中学の自転車通学区域について 

ア 判断基準を問う。 

イ 過去の判断基準改正時期を問う。 

 

（２）安全性の確保について 

ア 学校ではどのような指導を行っているか問う。 

イ 市道における自転車専用の道路や通行帯の整備の予定を問 

う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧市と国際協力機構（ＪＩＣＡ）との関係について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）ＪＩＣＡとの関わりについて 

ア 小牧市とＪＩＣＡとの連携状況を問う。 

イ ＪＩＣＡ発行の「ソーシャルボンド」への投資の実績を問う。 

ウ 小牧市とアフリカ諸国との関係を問う。 
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個人第１５号 氏 名   大上 利幸     

 

質 問 項 目 

№ １ 
不登校の児童生徒について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和５年 12 月第４回定例会において、今回と同様の「不登校の児

童生徒について」質問をさせていただき、教育委員会から今後の取

組について答弁がありましたが、残念ながら小牧市の不登校児童生

徒数は増加しているのが現状です。 

しかし、全国の小中学校を調査すると長野県の伊那市立伊那小学

校では独自の教育方針を実施して、不登校児童がいないと聞いてい

ます。さらに伊那市では、その取組を他の小中学校に広げて成果が

出ていると聞いています。 

不登校の対応には猶予はなく、小牧市でもこの取組をモデルにし

て早急な対応が必要だと考えます。 

 

（１）不登校児童生徒の現状について 

ア 令和４年度・５年度・６年度の不登校児童生徒数を伺います。 

イ 学校内外で相談を受けていない児童生徒数を伺います。 

 

（２）不登校児童生徒の取組について 

ア LINE で相談できる取組はできないのかを伺います。 

イ 伊那市立伊那小学校の取組をモデルにした対応を実施する 

考えはないのかを伺います。 
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個人第１５号 氏 名   大上 利幸     

 

質 問 項 目 

№ ２ 
篠岡地区の学校再編について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

篠岡地区の学校再編に関する保護者等との意見交換会に参加され

た保護者から「令和９年４月に実施されるなんて知らなかった。」「意

見交換会があるのも知らない保護者が多い。」「こんな緊張する場で

は質問ができないので、各学校で実施して全員の意見を聞いてほし

い。」「質問をしたかったが打ち切られ紙に書いたけど個別の回答は

しないなんて本当に意見交換会なの。」「これで意見交換が終わりな

ら反対の署名活動をします。」等の意見がありました。 

さらに仕事で参加出来なった保護者からは「なぜ土日だけの実施

なのか。本当に保護者の意見を聞こうとしているのか。」等、保護者

等との意見交換会に不満が続出しており問題だと考えます。 

 

（１）保護者等との意見交換会について 

ア 保護者への周知不足の理由を伺います。 

イ 実施回数が少ない理由を伺います。 

ウ 土日仕事の保護者への配慮不足の理由を伺います。 

エ 各学校で意見交換会を実施しない理由を伺います。 

 

（２）学校再編の取組について 

ア 大草・池之内・林の一部は桃ケ丘小学校・桃陵中学校が近い 

が、なぜ光ケ丘小学校・光ケ丘中学校の通学区分になっている 

のかを伺います。 

イ しのおか学園はどのような学園構想なのかを伺います。 

ウ スクールバス試験運用の詳細を伺います。 

エ 令和９年４月の再編実施は準備期間が短いのではないかと 

考えますが、見解を伺います。 

 

（３）児童生徒への影響について 

  学校再編後の児童生徒への悪い影響をどのように考えている 

かを伺います。 
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個人第１６号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ １ 
米野小学校改築工事について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 今年度地元からも建て替えが始まると期待の声も多かったが、入

札が不調となり計画が現状止まっている。 

 中止の一報はあったものの、その後どうなっているのかと地元か

ら問い合わせも多く、今後どうなるか不安が残るところである。 

今後の進め方について、以下の点を問う。 

 

（１）入札不調となった要因について 

   詳細について問う。 

 

（２）今後の予定について 

工事のスケジュールについて問う。 

 

（３）情報共有について 

   今後地元関係者への情報共有をどのようにしていくか問う。 

 

（４）体育館の暑さ対策について 

   計画が遅れた事により、予定期間よりも空調設備が使えない

期間が長くなる。対策について問う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
開票作業について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 今年７月 20 日に第 27 回参議院議員通常選挙が執行された。開票

作業は午後９時 15 分から始まり愛知県下で近い数値の有権者数を

有する自治体の中でも開票作業の進捗が遅く、深夜遅くまで従事し

ている職員も少なくなかった。また、これまでにも開票作業が深夜

にまで及ぶケースも多く見受けられ、今回も比例区に関しては結了

時間が午前３時 25 分と長時間に渡る開票作業となっている。 

 

（１）開票作業の改善策について 

疑問票の解析に時間がかかる状況や、作業の過程で待機して 

いる職員が多い場面も見受けられたが、開票時間が長くなれば、 

それだけ人件費が増える事となる。 

開票に係る時間を短縮できる部分もあると思うが所見を問 

う。 
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個人第１６号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
パークアリーナ小牧のイベント利用について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 今年、小牧市制 70 周年ということもあり、私が所属する（一社）

小牧青年会議所では９月にパークアリーナ小牧をお借りして大きな

イベントを開催した。昨年の計画段階では、利用可能であるという

返事をいただいていたが、今年に入り利用基準の解釈の違いにより

何度も計画変更を余儀なくされた。 

 

（１）パークアリーナ小牧を使ったイベントについて 

  ア イベント開催の可否について、どのように判断しているか問 

う。 

  イ サブアリーナは、利用基準に基づき利用されていると思う 

が、明確な要項がないため、現場判断が難しい場合も見受け

られる。 

今後利用する人がわかりやすいように要項を定めるべきと

考えるが所見を問う。 

 

 

 

 

 


